
工数投入計画のポイントはプロジェクトタスク全体の工数見積りとプロジェクトに割り当てる要員体制

との整合性が取れた計画を作ることです。言い換えると、プロジェクトタスクの仕事量と要員体制

によって規定される生産能力との整合性をとることです。「山積み・山崩し」または「負荷配分」と

いわれる作業です。

muraka工数投入計画表は上記の作業を効率的に行うためのツールです。ツールが提示する集計値や

要員ごとの負荷状況が作業を効率化してくれるはずですが、更に作業効率を上げる２つの方法をご紹介

します。

１）集合タスクごとの目標工数を集計値セルの隣のセルに入力する。

２）EXCELの別ウィンドウ表示機能を使って工数集計エリアを常に見えるようにする。

■１）集合タスクごとの目標工数を集計値セルの隣のセルに入力する。

工数投入計画立案の際、まず大きな括りのタスクで目標となる総工数が割当てられるのが普通です。

例えば以下のようなタスクで目標工数が定められます。

要件定義  6人月

外部設計 6人月

内部設計 6人月

製造 12人月

テスト 4人月

移行 4人月

これらのタスクの目標工数を、投入する要員（あるいは要員グループ）と期間に配分する必要が

あるのですが、この配分作業はこの期間にこのメンバーを割りてるということをシミュレーション

して目標の工数に合わせることになります。このとき、シミュレーションした要員ごとの工数投入

の集計結果と目標工数が常に照合できるようにしておくと作業がやりやすくなります。
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集合タスクごとの目標工

数を、そのタスクの集計

エリアの隣に入力します。
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■２）EXCELの別画面表示機能を使って工数集計エリアを常に見えるようにする。

上記の工数配分作業で合計工数は目標に合致していても、各要員の工数投入が期間内に投入できる工数

（キャパシティー）に収まっていないと計画として成り立っていません。それを見るのが、工数投入

計画表の最下部の「要員別集計エリア」です。

しかし、このエリアは表の最下部にあるため、工数を入力している間は見ることができません。それを

常に見える状態にしておくためにEXCELの別ウィンドウ表示機能を使います。

工数を投入すると、集合

タスクごとの集計工数が、

目標工数の隣に表示され

ます。

目標と投入工数の集計値

を比較しながらシミュ

レーションすることがで

きます。
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要員別集計エリアは常に

表示するために別ウィン

ドウを立ち上げておきま

す。

こうしておくと、要員ご

との負荷状況を見ながら

工数投入ができます。


